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t 捲　2 謄　28 淡　45
t‘ 貧　8 箪　20 毯　32 探　54
a 南　17 （朧）41
1 焚　19 覧　27 濫　47
ts 籍　11 嗜25 俗）36 暫　51
毛S‘ 滲　9 翼　21 惨　29 惨　56




t§‘ 擁　16 誕　23 繊）57
§ 杉　7
r
k 甘　6 感　26 顧　43 盤　3 減33 鑑　5◎
k‘ 堪　4 v（炊）34 v勘　42 v（嵌）12
X 慾　10 含　22 戯　31 憾　44 威　18 艦　46
o 電　1 措　30 賭　52 演　15 巖　24 v俺　37 溝55
v　石欠：　　35　　v　轍　　48　　v（鵠）　13
v瀦39
注
1）『申原音韻』においては1字から成る小韻は各韻末に配列している。小韻を隔てる「○」印のことや陣州
　楽鰐音韻類編』については佐々木1981を参照されたい。
2）このように重出小韻の大半は何等かの形で処理できるもので，真の重出小韻として残るのは鋳聲部分につ
　いては4例あるいは3例があるのみである。詳細は未刊の別稿「『中原音韻』の重出小韻」において述べる。
3）『中州楽府音韻類編』が「空」によって小韻を分けること，及びそれにともなう問題点については佐々木1979，
　佐々木1981を参照されたい。
4）揚耐思1981も「“勘”，“鰍”両小韻重出，卓従之岡。《韻会》，《蒙古字韻》皆作周音。《中漂音韻》爾小韻重
　　出，　極可疑。」　とk・う。
5）顔森1981。倶し例外的な音もある。たとえば「謳」「耽」はともに箪韻の字であるが，それぞれt‘am，　tam
　である。
6c
論集第13号　　（1995）　年
6）羅常培1940。ここにも例外はある。たとえば「欝」「敢」は談韻の字であるが，komである。
7）佐々木1994。
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